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２００１年６月１１日 

各 位 

株式会社 日本総合研究所 

 

「スマートラーニング・フォーラム」設立のご案内 

－企業研修におけるｅラーニング活用を提言－ 

 

 

 株式会社日本総合研究所（本社＝東京都千代田区一番町１６番、社長＝小井戸雅彦）は、

異業種企業が参加し、企業研修におけるｅラーニング活用を検討する「スマートラーニン

グ・フォーラム」を６月１９日に設立いたします。 

 本フォーラムの現時点での参加企業は、出光石油化学、ＭＮＥＴ、凸版印刷、長瀬産業、

ニチレイ、日本総合研究所、ＰＡ、ミズノ等の約１２社（五十音順）で、今後はさらに広

く参加を呼びかけ、５０社程度で活動を行う予定です。 

 

 

１．フォーラム設立の背景 

 現在日本では、終身雇用・定年制など旧来の雇用体系の崩壊、人材の流動化、年金制度

の見直しなど、人材環境が大きく変化しています。 

 その変化に伴い、企業の人材育成においては、 

 ① 従業員研修に対するニーズの多様化やコスト削減への対応 

 ② 人材確保のための育成制度･福利厚生 

 ③ 退職を視野に入れた中高年人材への自立支援 

などの課題があります。 

 

２．フォーラムの目的と活動 

 本フォーラムでは、これらの課題を解決する手法として、ｅラーニングに着目し、キャ

リアアップ支援、退職準備までを入れたライフプラン・生涯学習への支援等を視野に入れ

た、総合的で継続的なｅラーニングの活用の可能性を提案してまいります。 

 本フォーラムでは、以下の３つの活動を行ないます。 

 ① ＷＥＢや研究会を通じた、海外・国内企業の事例等の情報提供と会員間の情報交換   
 ② 従業員の研修へのニーズや、キャリアあるいはライフプランの調査と分析報告 
 ③ ｅラーニング商品のモニタ利用とニーズを反映した､ｅラーニング･サービスの提言 
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３．設立記念セミナーの開催 

 本フォーラムの設立に際し、第一回の研究会と説明会を兼ねた「設立記念セミナー」を

「企業におけるスマートラーニングを実現するために：ｅラーニング活用の可能性」と題

して６月１９日に開催いたします。（参加無料） 

 セミナーでは、米国企業における実践例や、日本企業におけるｅラーニング活用のビジ

ョンなどを討議いたします。（添付資料参照） 

 

 

 日本総合研究所では、さらに教育関連情報を提供する企業などを結集したコンソーシア

ムを組成する予定であり、今後は、コンソーシアムとスマートラーニング・フォーラムと

が連携しながら、具体的なコンテンツの作成および企業向けのｅラーニング・サービスの

実現に向けて取り組む予定です。 

以上 

 

 

 

本件に関する問い合せ先 

 

 株式会社 日本総合研究所 創発戦略センター 

    TEL：０３－３２８８－４６９６ FAX:０３-３２８８－４６８９ 

    副主任研究員 柴田 協子   shibatak@ird.jri.co.jp 

    副主任研究員 香川 裕一   kagawa@ird.jri.co.jp 

 

 


